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評価の観点
単元の評価規準

○ ○ ◯

○◯○

ａ
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典を読む
ために必要な語句の量を増すことを通して，語感を磨き語彙を
豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深めている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方につい
て理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，修辞など
の表現の特色について理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，我が国の
文化と中国など外国の文化との関係について理解を深めてい
る。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて
理解を深めている。
ｂ
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や展開など
を的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特有の表現
に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，作品の成立した背景や他の作品などとの
関係を踏まえながら古典などを読み，その内容の解釈を深め，
作品の価値について考察している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章などに表れているもの
の見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，自然などに対す
る自分の考えを広げたり深めたりしている。
ｃ進んでさまざまな唐詩を読み味わい，学習課題に沿って，言
語感覚や想像力を豊かにしようとしている。

ａ
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典を読む
ために必要な語句の量を増すことを通して，語感を磨き語彙を
豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深めている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方につい
て理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，修辞など
の表現の特色について理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，我が国の
文化と中国など外国の文化との関係について理解を深めてい
る。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて
理解を深めている。
ｂ
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や展開など
を的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特有の表現
に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，作品の成立した背景や他の作品などとの
関係を踏まえながら古典などを読み，その内容の解釈を深め，
作品の価値について考察している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章などに表れているもの
の見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，自然などに対す
る自分の考えを広げたり深めたりしている。
ｃ進んでさまざまな唐詩を読み味わい，学習課題に沿って，言
語感覚や想像力を豊かにしようとしている。

歌物語 伊勢物語

歌物語の特色
に注意しなが
ら，作品に表
れているもの
の見方，感じ
方，考え方を

読み取
る。

○ ○ ○

枕草子

前期末考査

科目の評価の観点の趣旨

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の伝統的な言語文化に対する理解を深めることができるように
する。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，古典などを通した先人のものの見方，感じ方，考え方との関わりの中で
伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

教 科 書精選古典探究古文編・漢文編（東京書籍）

副教材等状況に応じて適宜使用する

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

・小テスト
・音読
・課題取組状況
・定期考査
・ノート

詩

評価の観点

知識・技能

思考・判断・表現

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，言
葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

近体詩―八
首

唐詩の鑑賞を
通して，言語
感覚や想像力
を 豊かにす
る。

日本の漢詩
―二首

日本人が作っ
た漢詩の鑑賞
を通して，言
語感覚や想像
力を豊かにす
る。

普通科文系

評価方法

前
　
　
期

期 月
内容の

まとまり
単元

(題材)
項目

(学習内容)

随筆の内容を自
分と関係づけな
がら，ものの見
方，感じ方，考
え方を広げる。

〇 〇 〇

・小テスト
・音読
・課題取組状況
・定期考査
・ノート

思想の異なる三
人の儒家の文章
を読み，各テー
マに対する共通
点や相違点を文
章にまとめる。

儒家の思想思想

随筆

教　　科 古典探究

主体的に学習に取り組む態度

前期中間考査

履修学年 2



ａ ｂ ｃ

評価の観点
単元の評価規準 評価方法期 月

内容の
まとまり

単元
(題材)

項目
(学習内容)
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４ 評点の観点別配点(考査以外も含む合計) ５ 授業や課題等に取り組む上での留意点

前期末 後期中間 後期末

ａ 40 40 40

ｂ 40 40 40

ｃ 20 20 20

計 100 100 100

○

項羽
劉邦

史記

①本文を熟読し、安易に他者を頼らず、自力で自らの能力を伸ばすよう取り組むこと。
②課題、演習問題に丁寧にじっくりと取り組むこと。
③句法等、文法知識を習得できるように努めること。
④提出物の期限を厳守すること。

源氏物語作り物語

小話

ａ
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典を読む
ために必要な語句の量を増すことを通して，語感を磨き語彙を
豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深めている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方につい
て理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，修辞など
の表現の特色について理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，我が国の
文化と中国など外国の文化との関係について理解を深めてい
る。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて
理解を深めている。
ｂ
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や展開など
を的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特有の表現
に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，作品の成立した背景や他の作品などとの
関係を踏まえながら古典などを読み，その内容の解釈を深め，
作品の価値について考察している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章などに表れているもの
の見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，自然などに対す
る自分の考えを広げたり深めたりしている。
ｃ進んでさまざまな唐詩を読み味わい，学習課題に沿って，言
語感覚や想像力を豊かにしようとしている。

・小テスト
・音読
・課題取組状況
・定期考査
・ノート

表現の特色に注
意しながら，随
筆に表れている
作者の考えを的
確に捉える。

随筆に表れてい
る作者の主張を
読み取り，もの
の見方，感じ
方，考え方を深
める。

○ ◯ ○

思想の異なる二
人の道家の文章
を読み，人間を
巡るさまざまな
思想を読み取
る。

○ ◯ ○思想 道家の思想

ａ
・古典に用いられている語句の意味や用法を理解し，古典を読む
ために必要な語句の量を増すことを通して，語感を磨き語彙を
豊かにしている。
・古典の作品や文章の種類とその特徴について理解を深めている。
・古典の文の成分の順序や照応，文章の構成や展開の仕方につい
て理解を深めている。
・古典の作品や文章に表れている，言葉の響きやリズム，修辞など
の表現の特色について理解を深めている。
・古典などを読むことを通して，我が国の文化の特質や，我が国の
文化と中国など外国の文化との関係について理解を深めてい
る。
・古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについて
理解を深めている。
ｂ
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，構成や展開など
を的確に捉えている。
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，古典特有の表現
に注意して内容を的確に捉えている。
・「読むこと」において，作品の成立した背景や他の作品などとの
関係を踏まえながら古典などを読み，その内容の解釈を深め，
作品の価値について考察している。
・「読むこと」において，古典の作品や文章などに表れているもの
の見方，感じ方，考え方を踏まえ，人間，社会，自然などに対す
る自分の考えを広げたり深めたりしている。
ｃ進んでさまざまな唐詩を読み味わい，学習課題に沿って，言
語感覚や想像力を豊かにしようとしている。

40

40

20

100

前期中間

後期末考査

後
　
　
期

後期中間考査

小話－六編

随筆
方丈記

徒然草

『史記』を読
み，項羽の生
き方を通して
人間のあり方
について関心
を深め，調べ
て発表する。

『史記』を読
み，劉邦の生
き方を通して
人間のあり方
について関心
を深める。

○ ◯ ○

・小テスト
・音読
・課題取組状況
・定期考査
・ノート

他の作品や絵
との関係も踏
まえながら，
作り物語の内
容を的確に読
み取る。

○ ○ ○

展開のおもし
ろさを味わい
ながら，漢文
の読み方を確
認する。

○ ◯


